
週間国際経済2016（42） №81  11/23～11/29     金俊行（きむじゅねん） 

 

11/23・TPP離脱、トランプ流発信 惑う世界 「米国第一」を強調 ＜１＞ 

    貿易協定2国間で 日本、戦略練り直し パリ協定など難題先送り 

 

11/24・NY株初の1万9000ドル台 トランプ政策で米企業の成長期待 

  ・FOMC（米連邦公開市場委員会）11月議事録要旨公開 米利上げ「比較的近い」 

    市場は12月確実視 円急落、112円後半 

  ・米、中国の認定見送り WTO協定上の「市場経済国」 ＜２＞ 

    対中摩擦激化の兆し 日本、追随の公算 過剰な鉄鋼焦点に 

 

11/25・メキシコ景気減速 米NAFTA離脱なら逆風一段と 

  ・日経平均が年初来高値 一時1万8480円台 輸出関連株に買い 

  ・消費者物価10月0.4％下落 8カ月連続マイナス 

 

11/26・新興国、通貨防衛に軸足 トランプ氏政策で打撃 ＜３＞ 

    トルコ利上げ ブラジル為替介入 景気対策との板挟みに 

  ・企業献金9割は自民党 15年政治資金収支報告書 アベノミクス、経済界が支持 

  ・「偽ニュース」問題、批判やまず フェイスブック、改善約束 

 

11/27・「トランプ円安」止まらず 大統領選後、12円下落 

    日米の金利差拡大 欧米投機筋が拍車 

  ・福島原発廃炉・賠償費20兆円 想定の2倍（経産省推計） 国民負担増 

  ・カストロ前議長死去 キューバ革命の指導者 

 

11/28・米株急騰、期待と懸念 財政出動にらみ債券から資金  ＜４＞ 

    大統領選後1週間で世界株式ファンドに275億ドル流入、債券ファンドから181億ドル流出 

     米国株への流入307億ドル、新興国株から54億ドル流出 

     政策の実効性カギ 財政支出、大型減税など大幅に縮小されれば反動売りが膨らむ可能性 

  ・台湾、再生エネに6兆円 脱原発で2025年までに比率20％に 

  ・メキシコ、上場延期相次ぐ トランプ氏当選で余波 NAFTAへの影響懸念 

 

11/29・トランプ相場一服 OPEC警戒、円高株安 円一時111円台、日経平均反落 

    OPEC減産見送られれば原油安からリスク回避の円買い 

    大統領選後に12円下落したスピードに警戒感 利益確定の動きも 

  ・金融「脱シティー」模索 AIGやロイズ EU離脱で域内業務へ支障懸念 ＜５＞ 

    単一パスポート制度維持できるか フランクフルトやパリなど大陸欧州は誘致合戦 

  ・消費支出10月0.4％減 1年2カ月連続の減少 

 

 



 


